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たなべ・ひでのり

 ヒト社会の分析を試みるにあたって、ある一つの新しい骨組みを考えてみ

たい。もしそれが多少とも有用なものであればぐ多岐に亘る社会現象面の主

として外側から内部に迫ろうとする従来の行き方に比して、何かの新しい展

望を期待することもできる筈である'。しかしそれは逆に、ad hocな試みに

過ぎな、いのかもしれない。結末についての吟味はさておき、schemeのポイ

ントとなる部分を、いくつかまず抜き出してみよう。

（1）遺伝情報に基く本能の世界は、生態系の中の生物そして生物同士の入り

組んだ関係についでともに整然とした秩序を形作り、驚異の展開をみせる。

微小ならせん状の核酸・D：NAに秘められた巨大な情報は、環境世界に発現

して、生命の神秘な営みをもたらす。その一部が本能行動として観察される。

それは、単なる反射と異なり、生物が外界に適応するための、複雑な調節さ、

れた行動パターンから成っている。その適応ぶりはあまりにもよくできてい

て、単に適者生存的な自然淘汰の結果とは、どうしても受け取りにくいほど

である。その同じ本能が他方、固定的・ワンパターン的行動様式であるため

に、少し条件をずらすなど人為的変化を環境に加えると、それについてはゆ

けずに限界を露呈し、不合理な姿をみせてしまう。長い時間をかけた環境変

化には（時には比較的短いそれにすら）上手に適応しても、瞬間的変化には

即応できないことになる。もっとも自然界では、そのような短期の憩図的変

『化というものは減多に起らないので、一般にはそれで不都合が生じない。

② やがてこの遺伝情報に対してすこぶる対照的なもの、遺伝外情報が登場

する。それはその成り立ちからして異なっている。遺伝情報を担うものは、

1953年ワトソ「ンとクリックが二重らせん構造モデルを提唱して以来、解明が

進んでいるDNA（デオキシリボ核酸）に特定されるのに対して、遺伝外情

報は、同じく環境適応行動であっても遺伝のそれのように与えられるもので
                     ．
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なく、いわば無から創造され、仲間の群れに伝播し、親から子に学習によっ

て伝えられる。それをあらわす名称としても、カルチュア、文化、学習、、ミ

ームなどが使われ、一定しにくい。動物社会のカルチュアについては、ニホ

ンザルについてもよく研究され（幸島グループの“いもの水洗い”・などあま

りにも有名）、東アフリカでチンパンジーの場合も、周知のようにかのJane

Goodall以来よく観察されている（目立つところでは、 J・、グドー（ル）の

名がそれによって一躍有名になった“あり釣り”など）。

㈲ ヒト以前の社会について、そのカルチュアに多彩なものが認められるに

しても、それは限られたものであって、自由な創造から縁程遠い。決定的な

転機が訪れるのは、やはり．ヒト社会のそれである。そして飛躍を可能にした

ものは、ことばだった。

 ヒト以前の社会においても、個体間のコミュニケLションで、本能によら

ないものが存在する。それらはしかし、ことばによらないコミュニケーショ

ン（non-verbal communication）として、コトバのコミュニケーション．

（verbl11 com卑unication）から区別される。動物社会の音声を伴う各種信号

（miscellane6us signs）は、警戒・威嚇等を伝える作用をするが、時には他

の感覚（触覚・視覚・嗅覚等）と結びついて、トータルなコミュニケーショ

ンとして機能しているにすぎない。

 ことばのもつ特色は、。よく言われるように、その二重分節（double artic-

ulation）にある。音素を組み合わせて単語を創り、単語を連ねて有意の文

章表現を行う。この二重構造の故に、表現は自在となった。そこではシニフ

ィエ（記号内容）とシニフィアン（記号表現）の結びつきが、完全に盗意的

（arbitraire）、となる。それは表現とコミュニケーションが、対象の絆から解'

放されて自由を獲得したことを意味する。環境世界の描像から離れた、虚の

世界の成立である。ここで起すなわち虚構とは、眞偽のニュアンスではなく、

自由・創造・抽象といった属性をもたせている。

 一方で、この獲得された自由な創造は、「過剰としてのシンボル化能力」

といわれるものの、デメ'リッ．トを併せ持つ。それぞれが口にすることばは同

じでも、お互が頭に描く・シニフィエ（記号内容、概念）がまるで異なること

がある、その矛盾である。ひとは戦争と平和、福祉問題、または日常社会生

活の些細なことがら、それらのど乙にでも具体例をもとめることができよう。

 分節言語によって獲得され左虚の世界は、創造の自由というすばらしいも
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のと引きかえに、シFフィエとシニフ' Cァンとの必然的結びつきを失うこと

となった。ヒト社会カルチュアの、もろもろの矛盾・苦しみ一それは他方

で無限の多様性・可能性をもたらしたが一その根源は、ここから生ずる。

しかしながら二重分節による恣意性が、それだけで直ちに矛盾をもたらした

ということにはならない。そこには別のある大きな力が1不断に作用してい

る筈である。それを次項に見る6

（4）『エントロピー増大則とカルチュア、その交錯するところが、基本的な問

題をはらむ。もともとエントロピー増大則の立場からすれば、すべては一様
             ノ
な破滅に向う。もっと一般的な言い方をすれば、ものごとは他から新たな力

を加えない限り、より低い熱的平衡状態へ、あるいはより無秩序の状態へと

移行する。行きつくところは、何事も起らない極限の平衡状態、すべての死

である。熱力学第2法則としてのエントロピー増大則は、単なる自然現象か

ら、'最近にいたってようやく、経済現象へと拡げて理解されようとしている。

しかしヒト社会のカルチュアに対する作用については、物質・エネ）レギーに

直接関与するものでないために、問題提起がなされていない。
     

 カルチュアにしても、コトバによる分節的虚構（創造）の世界にしても、・

ところで、幻の空中縷閣ではない。それはヒトの生体に根拠をもつ。エント

ロピー増大則は、従って、同様に作用を及ぼして考えることができる。ただ

われわれの知識が乏しいために、明確にそのメカニズムを説明できないだけ

であξ・ニユ丁ロン回路の複雑なネットワ占ク・システム・少くともこれが

密接な関わりをもち、そこから捨象されて無形の構築物（カルチュア）が築

かれてくるものと思われる。

 もともと、生物の存在とその進化は、エントロピー増大則に逆行するもの

で、解き難いaporiaの一つ。カルチューアも不可逆的に崩潰しようとする自

然の流れ（エントロピーの増大）に絶えず抵抗して、自己を保持し更により

豊かなものにしようとする。この絶え間ない拮抗・相克め中に、カルチュア

とりわけ分節的仮構の分野は、磨かれ成長進歩をとげることができる。反対

に見えないその圧力に流されて、退化衰退し俗悪化する部分がでてくる。そ

の中間の場もあ・って多様体manifoldを形作る。

 以上のポイントについて、この小稿は限られ＃紙面の中で、素描を試みる

ことになる。

1
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1．本能 VS．カルチュア

 例えばフォン・プリッシュが解読した蜜蜂のコミュニケーション（1946年）6

花を発見した個体が下上で行うしりふり8の字ダンズによって、花の方角と

距離を伝える精巧な暗号は、遺伝子によって代々承け継がれた本能行動の、

すばらしい一面を示している。とりわけ太陽と重力を読み替えた．といわれる

角度の示し方は、それらの発現を司る因となっているDNAについて、その

進化が単なる自然淘汰の結果とするには、あまりにも巧みすぎると思わせる

ほどである。もっとも距離の方は、これに比べるとかなり雑になっており、

記号論者はとりわけこれらの点を問題与して、その業繍こ水を差す傾向があ

る'。例えば、「フォン・プリッシュの論文は、それなりの価値はあるにせよ、

素朴な目的原因論的色彩をもつことが多く、時には、養蜂の聖者伝的でさえ

あるのだ。 ………従って、これまでのところでは、8の字型の跳ね踊りが

構成する〈記号表現〉とr距離』というく記号内容〉の間に、模写関係とし
                        （1）
て躇いなく記述し得るような関係は見られないのである」という具合に。そ
                          （2）
れは確かに、「記号学的見地から解釈しなおさねばならない」ものであろう。

それらの欠点はあるにせよ、蜜蜂の本能行動に秘められた暗号解読の栄誉は、

十分に荷っている。むしろ8の字ダンスの場合は、他の本能行動と同様に、

その巧みさにもかXわらず、一方通行的・ウンパターン的なところに決定的

限界がある。

 一般に本能行動は、安定的でその上生態系の中で調和のとれたものである。

俗に、“本能のまにまに”とか、“けもののように”という表現が邪悪と結び

ついて使われているのは、もともと謬見に根ざしているにすぎない。世間に

深くしみ入っているそれらの偏見から離れて、本能の性格を最もよくあらわ

しているものは、かのファーブルの古典的表現をおいて外にはない。それは、

“本能のものしり”と“本能のものしらず”と記されて、-昆虫記全十巻の基

調となっている。'前者は、本能の驚歎するほどの精密さを、後者はその同じ

ものが（条件を少し人為的にずらすことによって）、無能と化すさまを指し

ている。人智を超える正確さと、驚くほどの融通のなさと、双方を兼ねてい

る。もっとも自然界では1人為的操作のようなハプニングがそう度々起るも

のではないから、欠点の方はあまり支障とならない。

 善かれ悪しかれDNAの範を脱して展開される生活動作、つまり遺伝外情

報として受け継がれるカルチュアの方は、遺伝情報のもつ長短をちょうど逆
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にした観がある。変化に即応できる利点はもつものの、DNAを通ずる天与

のものとは違って、少しづっ試行錯誤法（trial and error method）を通じて，

創りあげていかねばならない。だからかの幸島のメスザル（当時2才、外国

の文献にもIMO♀として名が通っている）とともに有名な“イモの水洗い”

にしても、J．グドー（ル）の名を高からしめた“あり釣り”（東アフリカ・

タンガニィカ湖畔のチンパンジーの群れによる）にしろ、感心はしてみても、

本能のめざましい例のようなものは、あまり見当らないということになる。

遺伝外情報の創造的見事さは、ときにはその醜悪さとともに、ことばをもつ

『にいたるヒト社会の出現まで待たねばならなかった。

 ことばが出現する以前の社会で遺伝外情報を伝播する法は、ものものしく

視覚言語（visual language）といわれることがあるが、要するに見ておぼえ

るわけで、それは普通かなりの時間を要する。

 もっと日常的なコミュニケーションで見ると、例えばあるチンパンジーの

グループが野外にたむろしている。うち一頭が群れと離れて出歩いて、ふと

草むらに蛇を発見する。彼（または彼女）は大いに驚き群れに戻って、その

見たことを話す。といってもことばによらないコミュニケーションで伝える'

わけで、一部始終を観察している研究者に分らない微妙な方法である。（い

ろんな感覚をミックスしたやり方なので、仮にトータル・コミュニケーショ

ンと名付ける） とも角、群れは事態を正しく把握するらしい。（こわいも

のみたさ？メンバー全員ですぐにその草むらに向うが、そのとぎはちゃんと

あのきらいな？蛇がそこに居ることを知っている！らしい）
                 （3）
 カルチュアに属する行動である以上、本能のそれと異なり可塑的であり、

多彩なコミュニケーションに耐え得る。しかしながらどれ程多様性をもって

も、それは所栓環境世界の模写以上のものではない。そのユミiニケーショ

ンによって表示されるものは、図像または類像（icon）といわれるものの範

囲に止まる。このような有孔的な記号に対して、対像の絆を脱した無契的な

それは、やはりヒト社会に特有のものであった。

2．恣意的価値（valeurs arbitraires）の飛躍

虚一平門的創りごと、それはヒト社会のカルチュアにおいて、それもこ

とばによって完全に（過剰なほどに）達成される。その意味でここでも、は

じめにことばありき、の立言が成立する。
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 ことばにおいて相対応するものは、一般に想起されるような事物とその名

称などではなく、概念と聴覚映像とであることは、ソシュール（Ferdinand

de Saussure）の分析（一般言語学講義、1949年）以来明らかである。その

古典的記述によれば、その間のことが明快に示される：「われわれは概念と

聴覚映像との結合を記号（signe）とよぶ。・・…・われわれは、記号という語

を、ぜんたいを示すために保存し、概念（concept）と聴覚映像（image acous-

tique）をそれぞれ所記（signifie）と能記（signifiant）にかえることを、提唱

する。……能記脅所記に結びつける紐帯は、恣意的である。……いいかえ

れば、記号とは能否と所記との連合から生じた全体を意味する以上、・われわ

れはいつそう簡単にいうことができる：言語記号は窓意的で弟る。………

恣意性（arbitraire）という語にも注意が必要である。……それは無縁（im-

motiv6）である。つ茸り所記との関係蕃おいて恣意的であり、これとは現実

においてなんの自然的契合をもたない。」

 これらはヒトのもつシンボル化能力のもたらした、決定的な飛躍を示して

いる。飛躍というのは、はじめにことばがあって、対象界を分節しているか

らである。F。ソシュール流の表現をとれば、シニフィエとシニフィアンは

言語記号（シーニュ）の不可分離の両項をなすが、その網が投影された結果

区切られる実質substanc6は、音＝観念son-id6eもしくは思考＝音pens6e

＝sonと呼ばれる、ということになる。ことばの網によって実質が区切られ

るのであって、客観的に分立存在するものに言語記号をつけるというもので

はない。しかも表現としてのシニフィアンは、内容としてのシニフィエと無

縁である6自由闊達に飛翔する創造の力は、ヒト社会のことばにようではじ

めて可能となった。

 ヒト社会以前のカルチュアが環境世界の模写的なものに止まっているのに

対し、・ことばの所有者ヒト社会のそれは、対象世界を自ら分節創出した虚構

の世界として巨大な歩みをみせる。本能世界にはみられない仮構無形の殿堂

は、しかしながら創造のよろこびとともに、崩れ乱れる苦しみの部分を併せ

もつようになることを防ぎ得ない。丸山圭三郎氏の言う「過剰としてのシン

ボル化能力」は、非在の現前（1a pr6sence du non-etre）を可能にするばかり

でなく、自らがっくり出した怪物を制御できなくなったとして、その状況を

氏は次のように描写する。

「この過剰としてのく言分け構造1は、ボードレールCharles BaUdelaire
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          シメ ル                                    

が早ったr人おのおの火竜を負う』のイメージである。フランス語でキマイ

ラを意味するChimbreは、同時にr幻想』の意味をもっている。灰色の大

空の下、荒蓼たる大平原のなかで、詩人は一群の旅人たちが自らの背にシメ

ールを負って歩いてくるのに出会う。この怪獣はr弾力性のある強い筋肉で

人びとにおおいかぶさり、人びとをおしつけ、二つの大きな鉤爪で、自らの

乗物の上にしがみついて』いた。祷人はその一人を呼びとめて、rそうやっ

てどこへ行くのか』とたずねてみる。しかし、彼はもとより、他の仲間もそ

れについては何も知らされていない。ただrさあ行こう、どこへ行こう』と

どうにもならない欲望に駆りたてられて歩いているだけである。・そして最も

奇妙なことは、この旅人のなかの誰一人として、自らの背に負っている不気

味なシメールにいら立った様子はなく、あたかもそれが彼らの身体の「部の

ように思いこんでいるらしいことだった。それもそのはず、人間が負ってい

るシメール＝幻想こそ、自らが延長して生み出した自己の一部である疎外態
            （5）
にほかならないのだったから。」

 自らの延長である不気味なジメール、そので正体をそのま、分析する手が

かりは、見出せないものだろうか。

 3．虚の世界を垣間見る

            一シメールの素顔

 目にも見えず手に触れることもできないが、それは積み上げるものである。

それは創り方に試行錯誤法を含む。DNAにみられるようなあらかじめのプ

ログラミングは組まれてないのだから、無の状態から自らあるいは他の援け

によって創るしかない……。このような叙述は、この場合あまり意味がな

い。それはカルチュア一般についての説明で、ヒト社会とそれ以前の社会と

の双方に共通のものである。ヒト社会特有のことばの創り出す不可思議な世

界、その特性は出てこない。

 未開拓のこの部分を、詳説するものを筆者ももちあわせない。ここではそ

の特性をいくつか列挙して、ジメrルの垣間見を試みる。

（1）それは本能と結びついた部分をもつ

 本来利己的な遺伝子一selfish geneという用語が、生物の行動に関して
               （9）
よく使われる。fgしかに種の保存という大前提が・行動の基準になっている

ことが多い。利他行動（altruism）といわれるものも、 selfish geneの考え
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方で説明される。親鳥が捕食者から雛鳥を救うために、傷ついた真似をして

その注意をそらし、自分の個体を捕食の危険にさらす行動は、利他行動と見

えるが、根底には種保存の原則、遺伝子の立場からみてselfishなものが働

いているということになる。

 Altruismであれselfishなものであれ、ヒト以前の社会では、 D N Aプ

ログラムの発現が根底に横たわっているのに対し、ヒト社会の場合、はじめ

てカルチュアによる本能の変圧が行われることになる。それは大別して二方

向をめざす。一つは、はじめて本来の意味の利他行動が、それも意識して行

われることである。友情、親子の愛、異性間の愛、またはなにかの目的のた

め自己犠牲など、ヒト社会特有のこれらの行動は、よく見うけられ語られ、

また文芸作品の素材としてもとりあげられる。

 第二の方向ぽ、そしてこれが最も分析困難な錯綜した様相をもつのだが、

同じことばに異なる意図または実践がかぶせられる場合である。国際間の論

争、．諸団体・グループ間のそれ、個人間のいつまでも並行線をたどる議論に

しても、根は同じところにある。

 本能をカルチュアによって変曲させることの鮮明にあらわれるものとして、

性にかXわる部分をあげることができる。遺伝子維持のためのセックス本能

も》これにカルチュアをかぶせるこ．とによって、とりわけマぞいメディアな

いし娯楽産業の発達にともない、健全な本能から大きく逸脱するし、変容さ

せることもできる。一般命題風にこれを表現すれば、現代ヒト社会のセック

スは本能プラスカルチュアに準拠しているので、そこにポルノ産業の興る要

因がある、となろう。

② カルチュアは、グループ全体のものと、個々のものとがあり、前者は後

者の共通項より成る。

 個々人のそれを、照合系（system of reference）として、把握することが

できる。ひとが日々の大小の出来ごと・諸々の社会現象に反応を示すのは、

それぞれのもつ照合系に照らすことによって行われる。それは固定されたも

のではなくぐ変化し進歩（退歩）する開かれたシステーAである。これを豊か

にすることが、個々人にとっても、グループや社会一般にとっても、望まし

いことになる。

（3）個々のカルチュアは、アンビバレンツな面をもつ。

 相容れないものを同時にもつ（＝ambivalent）ので、ヒトは複雑な存在と
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なるが、そこから個人としてもヒト社会としても、多彩なものが生れる可能

性をもつと言えよう。その多様さmanifoldは、すばらしいもの、醜悪なも

のの両極と、その中間項を含む。

 矛盾し複綜するヒト社会のカルチュア、時には高みに達し、時にははてし

なく下落するそれに、よく観察すれば、自然界を通ずるある法則が、絶えず

貫徹していることに気付く。それを次に述べる。

4．エントロピー増大則の導入            ．'

（1）その本来意味するところ

 地球惑星のエネルギー資源枯渇が気遣われるようになって、にわかにエン

トロピー概念が注目されるようになった。しかしこれは際物的なものではな

く、自然界基本法則の一つとして、重要な位置づけをもつ。

 まずそれは、熱力学第二法則である。幽第一法則が熱エネルギー保存則をあ

らわすのに対して、第二法則の方は不可逆課程におけるある量、Qi／Ti

（Qは熱量、Tは温度）の変化の割合を示す。別の表現をすれば、熱力学的

平衡状態（マクロな状態）に対応する系のミクロな状態の数をwとすれぽ、

エントロピーSは、S＝klogw（kはボルツマン定数）であらわされる。

手近かにある標準的な物理のテキストは、これを次のように説明する。

 「水が固体から液体に、液体から気体になったとき、エントロピーが増加

することを示したが、これはWの増加で説明されなければならない。固体分

子は、秩序だって並んでおり、自由に動きまわることは、むずかしいので、

可能なミクロの状態の数は小さい。液体、気体となるにつれて、秩序がだん

だんくずれていき、気体分子の運動は、全く無秩序な様相を示すようになる。

このようにミクロな状態の数の多さは、一つの系についていえば、無秩序さ

の度合を示すことになるので、エントロピーについて、rエントロ，ピーは乱

雑さの尺度である』という表現がなされている。これが、ミクロにみたエン
             （6） ． tトロピーの物理的意味である。」

 この現象は、単に物理的世界にみられるだけでなく、広く生物界に及んで

いる。E．シュレーディンガーが、その名著“生命とは何か”において、生

物はネゲントロピー（negative entropy）をとり入れることによって、その

恒常性を（エントロピー増大則に抗しつつ）保っている、としたのはよく知
                  （7）
られるが、これについては前号で述べた。
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 しかし、エントロピー増大則の適用されるところは、これに止まらない。

更に社会現象一般に、カルチュアの生成発展に、それらがヒト（生物）の営

むものである限り、一貫して作用することを、見てとることができる。

 いま、エントロピーがよくとりあげられるのに、この項最初に触れたよう

に、資源エネルギーとの関係である。不可逆課程として進行するエントロピ

ーの増大であれば、それも当然のことであろう。わが国においても、物理学・

経済学など各分野の研究者が集い、1983年9月エントロピー学会が設立され、
                    （8）
同年11月その第1回シンポジウムがもたれた。．学会設立趣意書は、指摘す

る。「物理学におけるエントロピーを用いて、生命および生命を含む系を論

ずることの重要性が受入れられている。………一方、エントロピーという

ととばは、エネルギーということばと同様に近年とみに混乱をきたし、・…

力学的または機械論的思考に片寄りがちな既成の学問に対し、生命系を重視

する熱力学的思考の新風を吹きこむことに貢献できれば幸いである。」

 それはたしかに望ましい方向であるし、今後エントロピーを中心に学際的

に成果をあげていくことと思われる。しかしこの小稿のめざすエントロピー

，との関わりは、生命系の営むカルチュアについてであった。

（2） カルチュアとエントロピー．

 ヒト社会のカルチュアは，ヒト以前のぞμと異なり、ことばによる三三的『

分節世界として、特異性をもつものであった。それはDNA的プログラムの

本能界から離脱した、創造的という意味で虚の世界を形作る。一しかもカルチ

ュア成立の台座に、生物種として共通のselfish geneをもっている。

 ゴントロピ一陽大計は、無機・有機の万物界を支配する。それは不可逆的

に、より低い熱平衡状態へと、ミクロ的にはより無秩序の状態へと、必然的

に移行する。生命体は個体維持のために、ネゲントロピーをとり入れて抵抗

する。無形のカルチュアの場合は、どうであろうか。

 何もしなければ、経験則として、やはりエントロピーは不可逆的に増大す
                     コ                  
る。生命体のように目に見え．るところはないものの、例えば学習について考

えてみても、『そのことは理解できよう。身についた学力も、ある時期から全

く学習（復習）をしなくなれば、L． T． M（長期記憶）と思われたものも、

次第に失われてくる。その崩壊のさまは恐ろしいほどだが、外見的にすぐに

は分らない。

 反対に、エントロピー増大則の作用以上にネゲントロピー式に不断に加え
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るものがあれば、照合系は豊かに成長する。

 更に、生物の場合淘汰圧が、進化の要因として働いている。その淘汰圧に

しても、エントロピー増大則が形を変えてあらわれたものと見なすことがで

きる。'                   ・一 ・

 同じように照合系にしても、それを含むヒト社会カルチュアにしても、努

力しなければゆっくりとくずれていく。それは進化における淘汰圧と同じよ9

うに、比ゆ的な表現をとれば愛の鞭として、作用する。豊かなすばらしいも

のも可能であれば、みじめで俗悪なものが現われるのも、容易である。

 エントロピー増大則は、単により低い平衡状態を招来するものとして作用

するだけではなく、生命体には逆に進化をもたらすものであり、』またカルチ

ュアに対しては、それをより優れたものにスリム・アップする働きを行う。

まことに熱力学第二法則は・すがてを貫徹するとともに・両匁の剣として二

様の作用を、絶えずすさまじく行っている。エントロピ「増大則の果すこの

一面を記述したものは、その重要性にもかかわらず、未だ見当らない、

 ヒト社会カルチュアに特有のシメールとの関係が、ここから出てくる。そ

の形相（例えば悪と善・罪と救いとが、アンビバレンツに同居するような）'

を詳細に検討することが、ヒト社会分析の基礎を提供することになろう。

しかしこの小稿は、単にそのアプローチの段階に止まるにすぎない。

                           （1985．1．25）
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